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       歴史学研究に対するパーソナル・コンピュータの応用
                   京都大学大型計算機センター星野 聰
 筆者は日本古代史を中心とする研究の支援に適当なシステムを設計している．このシステム
は，文字情報と画像情報に関するものに分けられる．本研究の目標は，安価たシステムによっ
て，これらの分野の研究を十分支援できるツールを作り，実際に専門的な資料を準備し，この
分野の研究に役立つことを実証することである．
 過去数年間に於けるパーソナル・コンピュータ関連の機器の性能の向上が著しい．そこで，
研究に適合したツールを開発できれば，従来の歴史研究方法に大きい影響を与えることは確実
である．
 そこで，古典テキストの編集に適したエディタを作成した．このエディタでは大きいテキス
トを編集できるようにした．また，文字種が多いので，最大63文字の外字パタンファイルを必
要に応じて複数個作成し，これらの外字をすべて表示に用いられるようにした．但し，外字に
対するコードはコードの未定義領域（シフトJISコードで，第1バイトがef以上）を割り当て
る．行末の連続する空白は物理的にファイルには格納していない．また，ファンクション・キー
の指示により，送り仮名をサプレスできる．外字の文字パタンはレーザプリンタにダウンロー
ドしている．たお，続日本紀・日本後紀・続日本後紀・文徳天皇実録・三代実録（巻1～10）の
範囲では，401個の外字を作成した．
 文字列検索には，テキスト内の同一文字間をリンクするファイル（以下ではLFと呼ぶ）を用
いている．続日本紀の全テキストに対してLF作成に約4分45秒を要する．続日本紀からr岡
田臣」を検索すると，LFをRAMディスクに格納した場合に約1．5秒，格納しない場合には約
4秒を要した．該当件数は2件．いずれも最終の第40巻にある．また，一種のブロウズ機能を
有している．
 テキストには，ヨミ，句読点，返り点，割り注など種々のものが付加される．このようなデー
タを編集するため，一行に属性，テキストのうちの一字，この文字に始まる文字列に関する注
記を，別々のカラムの範囲に記述するようにした．
 このエディタで作成した，注釈を含むテキストデータ・ファイルを入力として，頭注を有す
る冊子体形式のテキストに変換するようにした．これをそのまま研究成果とすることができよ
う．
 次に，日本の歴史と関連が深い画像データに，明治・大正・昭和にわたる地形図の利用があ
る．そこで，地形図を光磁気ディスクに格納し，必要に応じてメクロールして近接地域を表示
できるようにした．地形図の画像データ量を縮小するために1ピクセルを1ドット（白黒）で
格納している．
